	様式２
	阪神高速 未来 (あす)へのチャレンジプロジェクト 第４回助成申請書



[bookmark: _Hlk165546760]記入欄は適宜伸縮して構いませんが、必ず　Ａ４・７枚以内　に収めてください（別紙の利用は不可です）。７枚を超える場合は、「不備ある応募書類」として選考対象外となりますのでご注意ください。


申請書類提出日：2024年　　月　　日
	１．申請事業について

	ふりがな
	

	団体名
	

	申請事業の名称
(30字程度)
	

	(1) 申請事業の「概要」を100字程度で記入してください。

	

	(2) 申請事業の活動エリア（市町名）を記入してください。

	

	(3) 該当する□をクリックして、チェック(■)を入れてください。

	
☐　①過去に助成を受けたことはない
☐　②過去に助成を受けたことはある　　（助成を受けた回：☐第1回　☐第2回　☐第3回）

☐　a.既助成事業とは「異なる事業」で申請する
☐　b.既助成事業と同一だが「取り組み内容に工夫・改善」を行い申請する
（→②ｂ．のときは「(9)」で「工夫･改善内容」の詳細が分かるよう記載してください）


	(4) 助成申請額　(最大50万円)
	(5) 応募する分野　　(主なものを1つ選択してチェック(■)を入れる)

	万円
	　☐　安全・安心なまちづくり
　☐　持続可能な環境づくり
　☐　次世代を担う人づくり
　☐　地域・社会の活性化やにぎわい創出

	(6) 申請事業の「目的」を簡潔に記入してください。

	

	(7) 申請事業を通じ「達成したいSDGs目標」と、そのように考える理由を簡潔に記入してください。

	SDGs目標(□をクリック)
	☐目標１　　　☐目標２　　　☐目標３　　　☐目標４　　　☐目標５　　　☐目標６
☐目標７　　　☐目標８　　　☐目標９　　　☐目標１０　　☐目標１１　　☐目標１２
☐目標１３　　☐目標１４　　☐目標１５　　☐目標１６　　☐目標１７

	理　由
	

	(8) 申請事業に取り組む「背景(課題･ニーズ)」や「市民団体が取り組む意義」を記入してください。

	

	(9) 申請事業の「事業計画」(いつ、何を、どのように行うか　など)について、簡潔に記入してください。

	

	(10) 申請事業につき、創意工夫した点やチャレンジ内容などがあれば記入してください。
　　なお、(2)②b.を選択した方は、「工夫･改善内容」の詳細を必ず記載してください。

	

	(11) 助成期間終了後の「申請事業の見通し(継続性・発展性など)」について記入してください。

	

	(12) SDGs目標17に沿った他団体との「現在の連携」や「将来的な連携構想」を記入してください。
　　なお、記入欄は２つに分けています。「未実施・未検討」のときは、その旨記入してください。

	（他団体・市民との現在の連携状況）



	（他団体・市民との将来的な連携構想）



	(13) 予算計画　････項目名は適宜変えてください。

	収入
	項目
	摘要(内訳・算出根拠など)
	金額(円)

	
	本助成・申請額
	
	

	
	事業収入(参加費等)
	
	

	
	自己資金
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	①収入総額（②支出総額と同額）　計
	

	支出
	科目
	摘要(内訳・算出根拠など)
	金額(円)

	
	人件費
	
	

	
	賃借料
	
	

	
	物品購入費
	
	

	
	印刷費
	
	

	
	通信費
	
	

	
	交通費
	
	

	
	謝礼金
	
	

	
	その他
	
	

	
	
	
	

	
	②支出総額（①収入総額と同額）　計
	





	２．申請団体の概要

	(1) 2023年度の団体の「主な活動内容･状況」について、箇条書きで記入してください。

	

	(2) 今までに受けた助成金や主な受賞歴を記入してください。【最大５件まで】

	


· 記入欄は適宜伸縮して構いませんが、ここまでをＡ４・７枚以内に収めてください
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